
　昭和25年５月に建築基準法と建築士法が公布され、いずれも年内に施行されました。私た
ち建築士の根拠法ができた同年には全国で593名の建築士が誕生しました。翌年にはわが県
でも建築士会設立発起人会が発足し、昭和27年５月に初代会長今泉佳三郎氏のもと、長崎県
建築士会が正会員439名で設立されたわけであります。
　以来、歴代会長役員、そして先輩会員皆さまのご努力により、さまざまな事業が行われ、
長崎県の建築文化の発展に大きく貢献をおこなってこられました。ここ20年ほどの活動に限
りましても、公益法人改革への対応、建築士会CPDや専攻建築士制度の実施、長崎県ヘリ
テージマネージャーの養成と活用、景観整備機構指定と活動、熊本地震をはじめとする災害
支援など、列挙にいとまがありません。
　一方、建築士は一般の社会を上回る速度で高齢化が進み、他のさまざまな建築系資格がそ
の後成立したこともあり、本会の会員数もピークの半数を下回っております。他業界では資
格者団体が、既存資格者の権限を守るために新規参入を制限する側に回ることもあるようで
すが、建築士会においては自ら資格者試験の条件緩和を要望するという活動も行いましたが、
まだまだ合格者の増加は実現しておりません。
　現在、私たち建築士はいわゆる2025年問題に直面しています。建築物省エネ法の完全実施
や４号特例にかかわる緩和の変更は、建築士の実務にかなりの変化をもたらすことになりま
すが、同時に気候風土適応住宅の制度実施など地域の伝統的な建築様式の保全という新しい
方向性も示されました。これは、国土交通省がここ数年示してきた建築基準法適用除外の活
用なども含め、建築基準法制定以来、我が国の建築行政が目指してきた全国一律の建築制度
からの脱却のきざしが感じられるものです。
　地域がこれまで守ってきた独自の建築様式や工法に関しては、そこで実際に建築している
建築士よりも知見のある技術者はおりません。創立70周年を迎え、私たちは建築士として新
しい街なみを創ると同時に、地域の建築の伝統も守っていこうではありませんか。

一般社団法人 長崎県建築士会

会長　鉃　川　　　進

創立70周年にあたって
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　このたびは長崎県建築士会の創立70周年、心よりお慶び申し上げます。
　また、長崎県建築士会をこれまで支えていただいた会員の皆様、および関係者の皆様に深
く感謝申し上げます。

　70周年を振り返りますと、戦後の新しい建築士法に基づき全国47都道府県に建築士会が、
設立され、長崎県建築士会におかれましても、これまで建築士の品位保持向上をはじめ、県
民に対し建築士、建築士会の果たすべき社会的使命・役割を広く周知していただきました。

　現在長崎県においては、新型コロナウイルス感染拡大の影響、人口減少や少子高齢化、さ
らに建設業界を含む産業構造の縮小などに直面し、極めて不透明な状況が続いています。
　しかし、長崎県建築士会はこれまで幾多の困難を乗り越え、様々な改革や人材育成の取り
組み、時代の変化への迅速な対応を進めてこられました。

　長崎県建築士会を取り巻く環境は今後も決して平坦なものではないと思いますが、県民の
安心・安全を支えるため絶えず自己研鑽を重ね、地域貢献活動への助成、自然災害に対する
復旧支援、建築関連情報の発信の他、新たな業務領域へもチャレンジしていただき、長崎県
の発展に一層のご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　結びに、長崎県建築士会の今後の益々のご発展を祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせ
ていただきます。

一般社団法人 長崎県建築士会

顧問　松　谷　蒼一郎
（長崎支部）

会長就任期間：平成５年～平成21年

長崎県建築士会70周年をお祝いして
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　長崎県建築士会発足70周年をお祝い致します。
　創立発起人として尽力され礎をつくられた、私の父を含む多くの先輩方の後を引き継ぎ運
営に参加したのは、平成３年の石野会長の年度でした。温厚なお人柄だったと記憶していま
す。
　平成21年に副会長を、平成22年からは会長を任じられ、図らずも４期８年に及ぶ長い期間
を務めさせていただきました。
　就任当初は財政が大変厳しく、赤字に近い状態でした。これを解消するために会費の値上
げを行い、また会費滞納の解消のために制度を変更し、会員増強の方法を探り呼びかけまし
た。平成23年から法人改革により一般社団法人へと移行しましたが、事務局には大変なこと
だったと思います。
　連合会との連携として、建築甲子園やヘリテージマネージャー制度に取り組みました。こ
れは現在の鉃川会長に主管していただきました。その他にもインスペクター（既存住宅状況
調査資格者）の育成や建築士の地位向上の活動を行ったりと、多忙ではありましたが今と
なっては楽しい思い出です。
　有難いことに平成29年11月に叙勲を授かり、翌年11月の園遊会に招かれ平成天皇の最後の
行事に参加することができました。
　数々の思い出を作ってくださった役員、事務局、会員の皆様、関係者の皆様に感謝申し上
げます。時代は移り変わりますが、70年の歴史を大切にし、変化しながら発展していくこと
を願います。

一般社団法人 長崎県建築士会

顧問　富　田　耕　司
（佐世保支部）

会長就任期間：平成22年～平成29年

建築士会への想い
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20年史　2003（平成15）年〜 2022（令和４）年
� ◎正会員1,694名、準会員44名、賛助会員689社

2003
（平成15年度）

▶ 総会
・6/21　平成15年度通常総会　於　サンプリエール　
� 収支予算額�43,200,000円（うち業務受託収入（※建築士試験受託費�5,727,000円））

▶ 講習会
・6/3　シックハウス対策マニュアル講習会（長崎会場 178名受講）
・9/12　住宅の「換気設備マニュアル及びモデル住宅換気設計事例集」講習会
� （長崎会場 170名受講）
・1/27　「小規模建築物を対象とした地盤・基礎」技術講習会（長崎会場 162名受講）

▶ 大会参加
・5/24　九州ブロック会「建築士のつどい」佐賀大会　� 於：佐賀県武雄市　参加者数：25名
・10/24　第46回建築土会全国大会「宮崎大会」　
� 於：宮崎県内（シーガイア）　参加者数：155名
▶ その他の事業
・9/22　平成15年住宅需要実態調査の受託　
� 委託地区：8市　調査員数：185名　委託料：4,248,000円
・11/30　平成15・16年版会員名簿の発行　印刷数：2,650部

� ◎正会員1,642名、準会員38名、賛助会員637社

2004
（平成16年度）

▶ 総会
・6/19　平成16年度通常総会　於　サンプリエール　
� 収支予算額�37,180,000円（うち業務受託収入（※建築士受託費�4,747,000円））

▶ 講習会
・２/9　木造住宅の耐震診断と補強方法講習会（森岳公民館２Ｆホール 50名受講）
・２/16　「建築士のための指定講習会」（長崎県勤労福祉会館 214名受講）

▶ 大会参加
・6/12　九州ブロック会「建築士の集い」長崎大会　
� 於：長崎県佐世保市「アルカス佐世保」全参加者数：442名
� 県内参加者：118名
・10/22　第47回建築士全国大会「和歌山大会」　於：ビッグ愛マリーナ　参加者�13名
・九州ブロック会「パッション�in�おきなわ～ちゃんぷるー文化にチムドンドン」
� 於：沖縄県内　出席者：26名
▶ その他
・平成14年11月「建築士会継続能力開発制度（CPD制度）」スタート
� 　17年3/25現在　県内登録者数：270名
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� ◎正会員1,567名、準会員36名、賛助会員623社

2005
（平成17年度）

▶ 総会
・6/25　平成17年度通常総会　於：サンプリエール　
� 収支予算額�37,652,000円（うち業務受託収入（※建築士試験受託費�4,478,000円））

▶ 会議
・6/1　第1回専攻建築士制度特別委員会事前協議会　於：長崎支部事務局
・CPDデータ登録説明会　8月 佐世保会場 14名、9月 島原会場 16名、諫早会場 20名
　システムの構築により、建築士における各分野の専門性確立及び研鑚の機運がより高まった。

▶ 講習会
・改正建築基準法・同施行令等の解説講習会　10/14 佐世保会場 49名受講
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10/18 長崎会場　 68名受講
・４/26　「改正建築物の耐震改修促進に関する法律・同施行令」説明会
� 於：長崎県建設総合会館　出席：120名受講
▶ 大会参加
・6/10　第48回建築士会全国大会「愛知大会」
　　　　 ～あいちで紡ぐ技と知恵～循環型社会における建築士の役割～　
� 於：名古屋市　参加者：11名
・9/3　九州ブロック会「建築士の集い」宮崎大会
　　　　　 ～建築と土木のコラボレーションによる街づくり～
� 　於：宮崎県日向市　参加者：16名
・10/29　県内大会　島原大会～壊れる町並み…守り続けるために建築士は何を行うべきか～
� 　於：島原市内　出席者：36名
▶ その他
・平成17年４月1日より「建設リサイクル法」実施
・平成17年6月1日より
� 「改正建築基準法（建築物の安全性及び市街地の防災機能の確保等）」施行

� ◎正会員1,548名、準会員33名、賛助会員602社

2006
（平成18年度）

▶ 総会
・6/24　平成18年度通常総会　於：サンプリエール　
� 収支予算額�36,580,000円（うち業務受託収入（※建築士試験受託費�4,016,000円））

▶ 講習会
・木造住宅耐震改修等講習会（県住宅課より受託）
� 6/21 長崎会場 119名受講　6/22 島原会場 71名受講
・改正建築基準法・同施行令等の解説講習会
� ４/23 長崎会場 147名受講　４/24 佐世保会場 92名受講
・9/22　戸建住宅を巡る建築紛争講習会　於：長崎県勤労福祉会館 54名受講
・「改正建築士法」講習会　４/23 長崎会場 147名受講　４/24 佐世保会場 92名受講

▶ 大会参加
・6/10　九州ブロック会「建築士の集い」熊本大会　於：熊本県八代市　参加者：38名
・第49回建築士会全国大会「栃木大会～下

しもつけ
野で語る建築士と地域との共創」

� 於：宇都宮市　参加者：14名
・11/25　県内大会　長崎大会～長崎における教会建築～　
� 於：長崎市活水学園大学　参加者数：80名
▶ その他
・9/1　㈶リフォーム紛争処理センターより受託（女性委員会）
・11/17　専攻建築士制度「認定証」交付式　於：セントヒル長崎　出席：19名
・耐震強度偽装事件に関与した姉歯秀次元建築士ら8人逮捕
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� ◎正会員1,497名、準会員26名、賛助会員584社

2007
（平成19年度）

▶ 総会
・6/16　平成19年度通常総会　於　サンプリエール
� 収支予算額�36,893,000円（うち業務受託収入（※建築士試験受託費�3,820,000円））

▶ 講習会
・木造住宅耐震改修等講習会（受託事業）　5/16 諫早会場 47名受講
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5/17 平戸会場 58名受講
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　5/21 五島会場 24名受講
・７/17　「建築基準法等の一部改正による政省令等の解説」講習会　
� 於：長崎県勤労福祉会館　260名受講
・1/31　「建築確認申請手続きの解説」講習会　於：長崎県勤労福祉会館　176名受講

▶ 大会参加
・6/23　九州ブロック会「建築士のつどい」大分大会　於：大分市
　　　　 ～九州で考える～建築士の使命－地域に根差したもの・まち・くらしづくり－
� 　参加者数：41名
・9/７　第50回建築土会全国大会「北海道大会」　於：帯広市　参加者：４名
・11/10　建築士の集い県内大会「佐世保大会」　於：佐世保市民文化ホール　参加者：66名

▶ その他の事業
・9/1　㈶リフォーム紛争処理センターより受託（女性委員会）

▶ その他
・平成19年6月20日に施行された改正建築士法により、建築士事務所の開設者は業務報告書
　を知事に報告することが義務付けされました。

� ◎正会員1,225名、準会員19名、賛助会員578口（※口数表記）

2008
（平成20年度）

▶ 総会
・6/21　平成20年度通常総会　於　サンプリエール
� 収支予算額�40,140,904円（うち業務受託収入（※建築士試験受託費�4,863,700円））

▶ 講習会
・9/29　建築士を対象とした超長期住宅関連講習会　於：長崎県総合福祉センター　96名受講
・11/27　「改正建築士法・政省令解説」講習会　於：長崎県勤労福祉会館　133名受講

▶ 大会参加
・6/28　九州ブロック会「建築士の集い」沖縄大会　於：名護市　参加者：30名
・10/25　第51回建築士全国大会「徳島大会」　於：徳島市　参加者6名
・11/15　県内大会「大村大会～知られざる大村」　
� 於：大村市郡地区郡コミュニティセンター　参加者：59名
・２/７　九州パッション�in�長崎
　　　　 ～ちゃんぽん文化の再興・歴史的遺産を活かしたまちづくりと建築士のかかわり
� 於：長崎県総合福祉センター　全体参加者：462名
▶ その他の事業
・9/1　㈶リフォーム紛争処理センターより
� 「長崎県安心リフォーム推進事業」を受託（女性委員会）
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� ◎正会員1,242名、準会員24名、賛助会員471口（※口数表記）

2009
（平成21年度）

▶ 総会
・6/27　平成21年度通常総会　於　長崎ワシントンホテル　
� 収支予算額�37,820,707円（うち業務受託収入（※建築士試験受託費�3,940,900円））

▶ 講習会
・10/30　平成21年度建築士会技術講習会　於：長崎県勤労福祉会館
・3/27　平成21年度「すべての建築士のための総合研修」　
� 於：長崎県勤労福祉会館　42名受講
▶ 大会参加
・6/27　九州ブロック会「建築士の集い」鹿児島大会
　　　　 ～「建築士から地域への提言」地域から見えてくる未来～　参加者：24名
・10/13　第52回建築士会全国大会「山形大会」
　　　　 ～「出羽の国から拓く建築士の新時代」～市民と支えあう地域づくり　
� 於：山形市　参加者：5名
・11/７　県内大会　諫早大会～未来へ続く干拓のまち諫早～　於：諫早健康福祉センター　
・1/30　九州パッション�in�宮崎大会　於：日南市
　　　　 ～「ものづくりをとおしてのコミュニケーション」いろんな作業からひろがる情熱・連帯感～

▶ その他の事業
・6/1　（一社）リフォーム紛争処理センターより
� 「長崎県地域住宅リフォーム推進事業」を受託（女性委員会）
▶ その他
・連合会の改選時期に合わせるために任期を1年とした。
・平成21年6月４日「長期優良住宅の普及にかんする法律」施行
・平成21年10月1日「特定住宅瑕疵担保責任の履行に関する法律」施行

� ◎正会員1,216名、準会員67名、賛助会員424.5口（※口数表記）

2010
（平成22年度）

▶ 総会
・6/28　平成22年度通常総会　於　セントヒル長崎
�収支予算額�37,910,307円（うち業務受託収入�6,821,965（※建築士試験受託費�3,721,965円））

▶ 講習会
・9/3　平成22年度建築士会技術講習会「確認申請PRO2010、道路位置指定」
� 於：県勤労福祉会館　59名受講
・1/28　建築士会CPD説明会「各市建築担当者向け説明会」　於：県勤労福祉会館
・3/5　「すべての建築士のための総合研修」実施（長崎県知事指定）
� 　於：長崎市立図書館　67名受講
・４/27　「建築確認手続き等の運用改善（第２弾）及び規制改革等の要請への対応」講習会
� 於：JA長崎せいひ　184名受講
▶ 大会参加
・6/10　九州ブロック会「建築士の集い」福岡大会　於：福岡市　
　　　　 ～「筑紫からアジアへ拓く、建築士の新時代」地域の元気をとり戻す、地域貢献活動
� 　参加者：24名
・第53回建築士会全国大会「佐賀大会」　於：佐賀市
　～「多彩な自然と文化が育むさがの地に学ぶ」未来につなぐ人の絆と建築士の役割　
� 参加者：172名
・11/25　建築士の集い県内大会「長崎大会」～長崎における教会建築～
� 於：長崎市活水学園大学　参加者数：80名
▶ その他の事業
・6/1　（一社）リフォーム紛争処理センターより
� 「長崎県地域住宅リフォーム推進事業」を受託（女性委員会）
▶ その他
・平成22年４月1日より
� 建築士事務所登録の一連の手続きが県建築課より㈳長崎県建築士事務所協会へ変更
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� ◎正会員1,204名、準会員60名、賛助会員421社

2011
（平成23年度）

▶ 総会
・6/11　平成23年度通常総会　於：セントヒル長崎　
�収支予算額�38,166,538円（うち業務受託収入�5,753,524円（※建築士試験受託費�3,727,185円））

▶ 講習会
・9/8　重要文化財（建造物）所有者診断支援事業説明会
・11/25　女性委員会出前講座
・２/11　平成23年度すべての建築士のための総合研修　
� 於：長崎県勤労福祉会館　124名受講
・3/23　「長崎県開発制度の手引き」概要説明会　於：長崎県勤労福祉会館　67名受講

▶ 大会参加
・6/25　九州ブロック会「建築士のつどい」沖縄大会�in�すい（首里）　
� 於：那覇市　参加者：27名
・9/10　県内大会「大村大会」　講習会 44名受講　懇親会参加者：32名
・九州パッション�in�山鹿　於：熊本県山鹿市　参加者：28名

▶ その他の事業
・6/15　（一社）リフォーム紛争処理センターより
� 「長崎県地域住宅リフォーム推進事業」受託（女性委員会）
・10/26　住まい・まちづくり担い手事業　
� 雲仙古湯商店街まちづくり協議会へサポーター２名派遣
・1/19　平成23年度建築甲子園授与式　県立佐世保工業高校：審査員特別賞受賞

▶ その他
・建築士法改正により義務付けられた、構造・設備1級建築士のための定期講習が平成23年度�
　より開始

� ◎正会員1,144名、準会員61名、賛助会員421社

2012
（平成24年度）

▶ 総会
・6/28　平成24年度通常総会　於　長崎ワシントンホテル
�収支予算額�48,583,606円（うち業務受託収入�5,137,330円（※建築士試験受託費�3,892,200円））

▶ 講習会
・７/27　（一社）リフォーム紛争処理センターより
� 「長崎県地域住宅リフォーム推進事業」受託（女性委員会）
　　　　 11/22 事業者向けセミナー（諫早市 27名受講）
　　　　 12/1 消費者向けセミナー（島原市 13名受講）
　　　　 12/15 リフォーム講座（平戸市 25名受講）
・9/28　技術講習会「長崎県開発許可制度の手引き」　
� 於：大村コミュニティセンター　20名受講
・1/29　被災歴史的建造物の調査・復旧方法の対応マニュアル講習会
� 　於　長崎歴史博物館　49名受講
・すべての建築士のための総合研修（3/9 平戸会場：36名受講、3/13 諫早会場：29名受講、
　3/19 佐世保会場：29名受講、3/25 長崎会場：16名受講）

▶ 大会参加
・6/23　九州ブロック会「建築士の集い」鹿児島大会　於：鹿児島市　参加者：32名
　　　　 ～「災害に強い絆づくり」～地域と建築士
・10/19　第55回建築士全国大会「いばらぎ大会」　於：茨木健水戸市　参加者：12名
・11/17　建築士の集い県内大会「諫早大会」　於：諫早市　見学会：45名　懇親会：35名

▶ その他
・全国大会「いばらぎ大会」において全国ヘリテージマネージャーネットワーク協議会設立
� （会長：後藤治氏）
・２/２　第1回全国ヘリテージマネージャーネットワーク協議会総会　於：東京都　1名出席
・歴史的風致委員会により、歴史的建造物のリスト化、マップ作成（２月）
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� ◎正会員1,108名、準会員57名、賛助会員410社

2013
（平成25年度）

▶ 総会
・6/23　平成25年度通常総会　於：ホテルニュー長崎
�収支予算額�36,876,699円（うち業務受託収入�5,697,400円（※建築士試験受託費�3,641,400円））

▶ 講習会
・平成25年度「すべての建築士のための総合研修」
　　6/28 上五島支部 22名受講、9/13 五島支部 14名受講、10/30 壱岐支部 23名受講、
　　11/29 対馬支部 14名受講、1/17 島原支部 21名受講
・（一社）リフォーム紛争処理センターより
� 「長崎県地域住宅リフォーム推進事業」受託（女性委員会）
　　11/23 住宅リフォーム講座（壱岐市 18名受講）
　　12/14 事業者向けセミナー（長崎市 20名受講）
　　1/16 消費者向けセミナー（諫早市 20名受講）、8月～1月（計6回）
� 住宅相談会：長崎市 相談者5名
・２/４　建築物の天井脱落防止対策講習会　於：佐世保市 29名受講

▶ 大会参加
・6/27　九州ブロック会「建築士の集い」日田大会　於：大分県日田市　参加者：43名
・9/28　県内大会　島原大会～次年度の建築士の集い�in�島原のプレ大会～　
� 於：島原市　参加者：40名
・10/13　第56回建築士会全国大会「しまね大会」於：島根県松江市　参加者：24名
・２/22　九州パッション�in�佐賀大会　
� 於：佐賀市　大会全体：105名参加　交流会全体：84名参加

▶ その他の事業
・長崎県地域貢献活動助成事業：親と子の「探検！発見！まちあるき」まちなか編
� （長崎支部女性部会）
・8/19 ～２/20　長崎市より
� 「岩原川エリアの未来を考えるワークショップ」事業運営受託（長崎支部）
・1月～3月　歴史的風致維持委員会　諫早市歴史的建造物データベース及びマップ作成
� 　実施調査：8名
・平成25年度建築甲子園「奨励賞」授与式（長崎県代表として大村工業高校の作品を出品）

� ◎正会員1,097名、準会員55名、賛助会員404社

2014
（平成26年度）

▶ 総会
・6/21　平成26年度通常総会　於　長崎ワシントンホテル　
�収支予算額�37,213,960円（うち業務受託収入�6,962,138（※建築士試験受託費�3,465,720円））

▶ 講習会
・すべての建築士のための特別総合研修の実施　県内6ヶ所
� （長崎市、大村市、島原市、佐世保市、松浦市、壱岐市）で開催し、総計104名の受講者
・長崎県地域住宅リフォーム推進事業の推進　
　　消費者向け（大村市 21名）、事業者向け（島原市 23名、　長崎市 20名）、
　　出前講座（佐世保市 24名、長崎市 26名）実施、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 メルカ築町にて住宅リフォーム相談会実施。
・ＣＰＤ対象技術講習会及び見学会の実施　
　　ＣＰＤ認定講習会を本部、支部にて開催し、見学会も実施　技術講習会として長崎市で
　　 「小規模建築物を対象とした地盤・基礎」（７名）・「木造住宅設計」（14名）
・平成26・27年度長崎県ヘリテージマネジャー養成講座（前期）実施　受講生 40名

▶ 大会参加
・6/28　九州ブロック会「建築士の集い」長崎大会　
　　　　 ～つどい�in�しまばら～自然災害からの復興　於：島原市　
　　　　 ※地域実践活動発表で長崎支部（発表者：里直考）が九州ブロック代表に選出され、
　　　　　 全国大会に進出決定
・第57回建築士会全国大会「福島大会」　
� 於：福島市　長崎支部里会員地域実践活動報告　参加者：24名
　長崎支部・里会員地域実践活動報告：４位入賞
・11/25　建築士の集い県内大会「佐世保大会」　於：佐世保市　参加者数：40名

▶ その他の事業
・長崎県地域貢献活動助成事業：親と子の「探検！発見！まちあるき」和華蘭歴史編
� （長崎支部女性部会）
・歴史的風致維持向上推進調査：島原市地区において、歴史的建造物の調査、リスト作り及び
　マップ作りを実施。
・景観整備機構活動の促進：長崎市より、平和公園地区道路詳細設計に係る業務委託を受け�
　ワークショップを運営。

― 9 ―



� ◎正会員1,138名、準会員61名、賛助会員404社

2015
（平成27年度）

▶ 総会
・6/20　平成27年度通常総会　於：長崎ワシントンホテル
�収支予算額�38,136,050円（うち業務受託収入�8,257,749（※建築士試験受託費�3,439,800円））

▶ 講習会
・改正建築基準法説明会実施（４/23 佐世保：78名、４/28 長崎：101名）
・10/27　建築設計業務におけるBIM活用講習会の実施（17名）
・建築構造用鋼材と利用技術セミナー（※長崎県鉄構工業会と共催）実施（61名）
・長崎県地域住宅リフォーム推進事業の推進：消費者向け（長与町：18名）、
　　事業者向け（南島原市：40名）、出前講座（新上五島町：27名、リクシル：12名、
　　長崎市（消費者センター）：106名、長崎市：20名）
・平成26・27年度長崎県ヘリテージマネージャー養成講座（後期）実施　
� 受講生40名　39名が長崎県ヘリテージマネージャーへ登録。
▶ 大会参加
・6/27　九州ブロック会「建築士のつどい」佐賀大会　参加者：46名
・10/17　建築士の集い県内大会「長崎大会」～出島復元再考～　参加者：43名
・10/30　第58回建築士全国大会「石川大会」　於：金沢市　参加者：24名

▶ その他の事業
・長崎ヘヘリテージマネージャー連絡協議会を設立し、全国ヘリテージマネージャーネットワーク
　協議会に参加（全国19番目の活動団体）
・10/26　住まい・まちづくり担い手事業
� 雲仙古湯商店街まちづくり協議会へサポーター２名派遣
・長崎県立大村工業高校からの作品を県代表作品として応募（奨励賞を受賞）
・地域貢献活動事業推進・助成：長崎支部女性部会
　� 親と子の「おかしでまちづくり」軍艦島編　実施

▶ その他
・平成27年6月25日改正建築士法施行

� ◎正会員1,131名、準会員51名、賛助会員399社

2016
（平成28年度）

▶ 総会
・6/29　平成28年度通常総会　於：長崎ワシントンホテル
�収支予算額�41,963,284円（うち業務受託収入�10,470,549（※建築士試験受託費�3,441,960円）

▶ 講習会
・杭基礎の設計・施工の要点と「基礎ぐい工事監理ガイドライン」の解説講習会の実施
� （長崎市：39名）
　　　　　　　　　　　　　　 「杭基礎の正しい設計・施工」講習会の実施（長崎市：9名）
・長崎県地域住宅リフォーム推進事業の推進（委託事業）：消費者向け（長崎市：19名）、
　事業者向け（大村市：19名）、単独事業として、出前講座（佐世保市：7名、諫早市：19名）
・平成28・29年度長崎県ヘリテージマネージャー養成講習会（前期）実施　２期受講生25名
・インスペクター養成講習会の実施（委託事業）
　　県内3地区で実施（5月：佐世保市 42名）（9月：島原市 26名）（12月：長崎市 36名）
� 合計104名
▶ 大会参加
・6/25　九州ブロック会「建築士の集い」宮崎大会「木ん未来（キンミライ）」
� 於：宮崎市　参加者：33名
・10/22　第59回建築士全国大会「大分大会」　於：別府市　参加者：110名
・２/18　県内大会「島原大会」　於：南島原市　参加者：41名

▶ その他
・長崎市より平和公園周辺環境整備に係る業務委託を受け、5回のワークショップを運営
・ 「熊本地震被災文化財建造物復旧支援事業」への参画　玉名市、玉名郡、熊本市、日田市
� （参加人員：延べ77名）
・４月～5月「熊本地震応急危険度判定業務」への派遣　延べ人員33名（9日間）
・地域貢献活動事業への助成：長崎支部女性部会　
� 親と子の「おかしでまちづくり」教会のまち編
・建築甲子園：県代表として長崎県立長崎工業高校及び長崎県立大村工業高校から２作品。
　　ともに奨励賞を受賞
・長崎市消費者センターにおいて、月1回のリフォーム相談会を実施
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� ◎正会員1,099名、準会員52名、賛助会員399社

2017
（平成29年度）

▶ 総会
・6/16　平成29年度通常総会　於：ホテルニュー長崎
�収支予算額�42,138,368円（うち業務受託収入�7,833,211円（※建築士試験受託費�3,408,480円））

▶ 講習会
・既存住宅状況調査技術者講習会（移行）の実施
�（6/19 長崎市：44名、７/12 佐世保市：32名、8/30 長崎市：42名、9/12 大村市：36名）
・長崎県ヘリテージマネージャー養成講習会実施　２期受講生25名
・長崎県ヘリテージマネージャー1期生のアドバンス講習実施　16名参加
・長崎県地域住宅リフォーム推進事業（委託事業）消費者向け（佐世保市：15名）、
　　事業者向け（長崎市：18名）単独事業として、出前講座（長崎市：9名、島原市：6名）

▶ 大会参加
・6/24　九州ブロック会「建築士の集い」福岡大会　於：久留米市　参加者：35名
・10/13　第60回建築士会全国大会「京都大会　於：京都市　参加者：58名
・２/10　建築士の集い県内大会「大村大会」　於：大村市　参加者：47名

▶ その他の事業
・雲仙市神代小路地区において、長屋門の復元計画のワークショップを開催
・景観整備機構：長崎市天主公園整備計画策定の業務委託を受け、長崎大学環境科学部と共同
　で3回のワークショップ及び社会実験を実施
・建築甲子園：3作品の応募があり、
� 審査の結果、長崎県立大村工業高校を県代表推薦（奨励賞を受賞）
・地域貢献活動事業への助成：長崎支部女性部会　親と子の「おかしでまちづくり」出島編
・長崎市消費者センターにおいて、月1回のリフォーム相談会を実施

� ◎正会員1,078名、準会員49名、賛助会員401社

2018
（平成30年度）

▶ 総会
・6/15　平成30年度通常総会　於：ホテルニュー長崎
� 収支予算額�40,929,092円（うち業務受託収入（※建築士試験受託費�3,359,800円））

▶ 講習会
・４/17　既存住宅状況調査技術者講習会（移行）長崎市 8名、４/26（新規）長崎市 23名
・1/18　歴史的建造物保存保全講習会（長崎市 25名）
・3/5～3/20　改正業務報酬基準説明会　参加者：159名　※県内10カ所で実施
・長崎県ヘリテージマネージャーのアドバンス講習実施　参加者：25名
・長崎県地域住宅リフォーム推進事業（委託事業）
　　10/18　事業者向けセミナー（大村市：27名）
　　11/17　消費者向けセミナー（諌早市：10名）
　　12/1　※単独事業　リフォーム講座（長崎市：15名）

▶ 大会参加
・6/23　九州ブロック会「建築士の集い」熊本大会　於：熊本市　参加者：46名
・10/26　第61回建築士会全国大会「さいたま大会」　於：さいたま市大宮　参加者：9名
・２/23　九州パッション「KIZUNA�in�長崎」　於：長崎市　大会参加者：114名
・3/２　来年度の「九州まちづくり塾」にむけて「長崎県まちづくり塾�in�佐世保」を実施、
� 参加者：21名
▶ その他の事業
・建築甲子園：・長崎県立大村工業高校を県代表として推薦。（奨励賞を受賞）
・地域貢献活動事業への助成：長崎支部女性部会　
� 親と子の「おかしでまちづくり」深堀・石塀のまち編
・行政からの委託事業　神代小路地区内「旧永松家住宅釜屋修理設計業務」の受託
� （雲仙市：3月25日完了）
　　　　　　　　　　　興禅寺建物調査業務の受託（佐世保市：3月22日完了）
　　　　　　　　　　　旧佐世保鎮守府文庫庁舎記録作成業務の受託
� （佐世保市：3月27日完了）
・２/26　景観整備機構による景観教室　大浦小学校4年生74名対象　スタッフ参加：10名
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� ◎正会員1,046名、準会員53名、賛助会員383社

2019
（令和元年度）

▶ 総会
・6/７　令和元年度通常総会　於：ホテルニュー長崎
�収支予算額�41,798,073円（うち業務受託収入�4,862,778円（※建築士試験受託費�3,445,580円））

▶ 講習会
・8/７～1/22　改正民法が建築士に与える影響等に関する説明会　
� 参加者：108名　県内8カ所で実施（支部主催）
・長崎県地域住宅リフォーム推進事業（委託事業）
　　9/24 事業者向けセミナー（佐世保市：16名）
　　10/19 消費者向けセミナー（長崎市：13名）
　　11/14 ※単独事業　リフォーム講座（諫早市：７名）
・3/４ 2020年全ての建築士のための技術研修：佐世保支部、
　3/6 島原市都市計画研修会：島原支部
　3/24 改正基準法・改正民法・改正意匠法の講習会：五島支部は、全てコロナで中止

▶ 大会参加
・6/22　九州ブロック会「建築士のつどい」沖縄大会　於：石垣市　参加者：31名
　　　　 地域実践活で長崎支部の森岡会員が九州代表に選出され、全国大会に進出決定
・9/21　第62回建築士全国大会「北海道大会」　於：函館市　参加者23名
　　　　 長崎支部・森岡会員地域実践活動報告が優秀賞（２位）
・11/9・10　九州まちづくり塾�in�佐世保及び県内大会佐世保大会
� 　県外34名、県内56名　計90名参加
▶ その他の事業
・建築甲子園：長崎県立島原工業高校から２作品の応募があり、1作品を県代表として推薦。
� （奨励賞を受賞）
・長崎県ヘリテージマネージャーの養成・活用：旧永松家住宅主屋修理工事事前調査業務実施
� （雲仙市教育委員会）
・行政からの委託事業の受託：旧黒島発電所跡建物調査業務の受託
� （佐世保市教育委員会文化財課：２/28完了）
　旧永松家住宅主屋修理工事事前調査業務の受託（雲仙市教育委員会：3/13完了）
・長崎市消費者センターにおいて、毎月第２土曜日に「無料住宅相談会」を実施

▶ その他
・令和元年6月25日改正建築基準法施行

� ◎正会員1,041名、準会員48名、賛助会員375社

2020
（令和２年度）

▶ 総会
・6/12　令和２年度通常総会　於　ホテルニュー長崎
�収支予算額�41,038,975円（うち業務受託収入�5,439,330円（※建築士試験受託費�2,592,700円））

▶ 講習会
・既存住宅状況調査技術者講習会（新規）8/４ 長崎市 9名、9/４（更新）長崎市 35名、
　10/21（更新）大村市 42名
・長崎県地域住宅リフォーム推進事業（委託事業）12/15 事業者向けセミナー（長崎市 16名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12/5 消費者向けセミナー（長崎市 18名）
▶ 大会参加
・11/14　第63回建築士全国大会「広島大会」中止、次年度に順延
・3/７　九州ブロック会「建築士の集い」鹿児島大会＠オンライン御桜門現場LIVE

▶ その他
・景観整備機構：・長崎市景観まちづくり教室支援業務委託の受託及び次年度実施のための見
　積書提出
・行政からの委託事業の受託
　・雲仙市教育委員会：旧永松家住宅主屋改修工事実施設計業務（10/30完了）帆足邸長屋門
　　復元工事基本設計業務（10/30完了）、前田邸門倉復元工事基本設計業務（10/30完了）旧
　　永松家住宅釜屋修理工事監理業務（2/19完了）
　・佐世保市教育委員会黒嶋神社建物記録作成業務（3/29完了）
・令和２年度非住宅等建築物木造・木質化推進業務委託（入札参加）
・長崎市消費者センターにおいて、月1回のリフォーム相談会を実施
・9/25　被災建築物応急危険度判定連絡訓練実施（10支部、540名）
・11/16　黒島天主堂耐震補強改修工事完成前見学会
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� ◎正会員1,012名、準会員44名、賛助会員364社

2021
（令和３年度）

▶ 総会
・6/11　令和3年度通常総会　於：ホテルニュー長崎
�収支予算額�41,038,975円（うち業務受託収入�4,739,171（※建築士試験受託費�2,586,100円））

▶ 講習会
・４/27、5/27　換気アドバイス講習（1）（2）21名、12名受講（WEB講習）
・12/13　事業者向け　長寿命化リフォームセミナー 8名受講（長崎市）
　12/18　消費者向け 18名受講（長崎市）
・12/15　佐世保支部「建築士技術講習」NEXCO西日本 21名受講　
� （佐世保市まちなかコミュニティセンター）
・２/17　中大規模木造設計セミナー（木造低コスト化）　（※（公社）日本建築士会連合会、
　　　　（一社）中大規模木造プレカット技術協会、（一社）長崎県建築士事務所協会との共催）
� 18名受講　長崎市（出島メッセ�会議室）
・10月～3月ヘリテージマネージャー養成講習会（第3期）を実施（10月～3月）
� 17名が受講修了
▶ 大会参加
・8/21　九州ブロック会「建築士の集い」大分大会　コロナ感染拡大により中止
・11/20　第63回建築士会全国大会「広島大会」　
� 於：東京会場・WEB配信　※前年度延期となった広島大会を東京で開催

▶ その他の事業
・行政からの委託事業の受託
　・旧永松家住宅主屋改修工事監理業務（雲仙市観光物産課：２/10完了）
　・長崎市景観まちづくり教室支援業務委託の受託
� （※新型コロナウイルス感染症拡大の為中止となる。）
　・風頭公園地区道路等詳細設計に係るワークショップ運営等業務受託
　・佐世保市黒島の空家調査
� （新型感染症拡大のため作業中止、見積作成まで、次年度以降に持ち越し）
　・その他：令和3年度非住宅等建築物木造・木質化推進業務委託（入札参加）
　・建築甲子園：島原工業高校の作品を長崎県代表作品に決定。（奨励賞）
・文化庁防災非常勤調査員を長崎県ヘリテージマネージャー希望者７名で受託：
� 県内指定文化財の防災設備の確認
▶ その他
・令和3年４月改正建築物省エネ法施行

� ◎正会員941名、準会員57名、賛助会員347社

2022
（令和４年度）

▶ 総会
・6/10　令和４年度通常総会　於：ホテルニュー長崎
�収支予算額（41,133,498円）（うち業務受託収入�7,499,921円（※建築士試験受託費�3,361,930円））

▶ 講習会
・既存住宅状況調査技術者講習会（新規）8/3 長崎市４名
・長崎県地域住宅リフォーム推進事業（委託事業）1/11 事業者向けセミナー（長崎市：8名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２/11 消費者向けセミナー（長崎市：10名）
▶ 大会参加
・6/25　九州ブロック「建築士の集い長崎大会」開催　402名参加（県内：141名）
� 於：出島メッセ長崎
・10/14　第64回建築士会全国大会「あきた大会」　於：秋田市　参加者：16名

▶ その他の事業
・建築甲子園：・長崎県立佐世保工業高校を県代表として推薦。（奨励賞を受賞）
・行政からの委託事業　
　　・景観まちづくり教室支援業務委託　11/11・16：深堀小学校6年生、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1/17・26：大浦小学校４年生
　　・横尾地区都市公園ストック再編事業計画策定に係るワークショップ運営等業務委託
・長崎市消費者センターにおいて、毎月第２土曜日に「無料住宅相談会」を実施

― 13 ―



　長崎県建築士会70周年、おめでとうございます。
　私は平成21年４月より、３年間専務理事として事務局を担当いたしました。
　今、振り返えると、当時の建築士会は新たな制度や事務局改革等の転換点であったと思われます。
　会長が松谷氏から富田氏に代わり、事務局員の入れ替わり、CPD制度や専攻建築士制度の創設などが
あり、事務局も理解不足のまま突っ走っていた感もあり、会員の皆様にご迷惑をお掛けしたことを反省し
ています。
　また当時より、若手建築士から「士会入会のメリットは」との問いかけが多くあり「建築士は業務上、
横の繋がりが必要なので、士会に入会することで仲間が増え将来的に役立ちます。」と言ってきました。
　現在、私も民間の確認検査機関に勤務していますが、顔見知りの士会会員の方からの依頼等を受けるこ
ともあり、正に業務上、過去の繋がりが役立っていることを実感しています。

　十年ほど前、前田・岡村両副会長より“建築士会に勤めてみないか”との話があり。
　「業務は色々あるが、建築士試験が主で特段問題はない。法人移行についても定款も決まっているので、
あとは申請手続きをするだけ」との事で気軽に引き受けることにしました。
　確かに士会の法人移行に伴う方針は決まっていました。しかし、就任してすぐの総会で「議決権」の質
問を受け、それも私が疑問に思っていた事で、しどろもどろの返答をしてしまいました。それから、法人
移行関係のテキストや法令等を勉強しました。
　法人移行に伴う諸問題は山積みで、それらの問題を整理解決しておかなければなりませんでした。
　本部・支部体制、会計処理、公益目的支出計画のための財産額の決定です。
　財産額については各支部からの報告はなく、前年度の決算書より決定しました。申請内容を県と協議す
る中で、色々な問題に気付きましたが、定款については非営利法人型の一般社団法人を目指したものと推
測しました。公益法人会計基準の枠組みの中で、公益事業と法人事業の仕分けも、将来の士会の在り方に
関わってくると思い、ずいぶん考え悩みました。色々てこずりながら、法人移行は期日ギリギリで認可を
受ける事が出来ました。
　会計処理手続きについて、私が就任する以前の理事会で、本部支部の体制は従来どおり、決算は支部も
含め本部で処理すると決まっていました。これは他県の士会には見られない特異なシステムです。本部の
事務処理に関しての様々な問題や手続きで悩み、監事の方には申し訳ないですが、会計監査は支部の部分
も含めて十分なされているかとの問題を抱えたまま、スタートしています。現在、支部によっては繰越金

株式会社 国際確認検査センター 九州支店　蔭　山　　　徹
就任期間：平成21年４月～平成24年３月（３年）

田　中　　　稔
就任期間：平成24年４月～平成28年３月（４年）

一般社団法人 長崎県建築士会70周年記念誌への寄稿

建築士会事務局での思い出

専務理事挨拶

〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜

〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜

― 14 ―



が積み増されている支部がある一方資金難により支部活動が制約されている支部があることが、気がかり
でなりません。
　最後に「なが坂」※長崎支部独自の会報誌 により長崎支部の活動を知る事ができますが、そのような活動
が離島の支部でも可能なように組織体制の知恵を絞る必要があると思っています。
　今後、若い会員方々の知恵を期待し、建築士会がよりよく発展していく事を願っています。

　初めに、長崎県建築士会が70周年を迎えられたことをお祝い申し上げます。
　私も会員として半数の35年以上お世話になっております。その最もお世話になったのが、平成28年４月
から令和３年４月末までの５年１か月の事務局長就任でありました。
　長崎市役所を定年退職し、再任用期間も満了した時に当時の前田副会長（現前田参与）様からお誘いを
受け、第二の人生のスタートとして挑戦しようとお引き受け致しました。
　その安易な気持ちを逆撫でるように、着任早々に熊本地震が発生し、被災地に調査員派遣の募集をする
こととなりました。初めてお話をする会員の方々、新米の私が説明する内容を熱心に聞いて頂き、多くの
方がご参加頂き無事調査も終わり安堵いたしました。
　事務局の仕事では髙濵様や陣内様に助けて頂き、無事に現事務局長の髙橋様にバトンタッチができたも
のと思っております。退職後には建築士会全国大会で永年勤続職員表彰を頂き、二度目の卒業証書となり
ました。鉃川会長を始め事務局には大変感謝申し上げます。特に髙濵様は長く勤務されており、事務局の
屋台骨として感謝するばかりです。
　終わりに建築士会と事務局の今後益々のご発展とご活躍を祈念しております。

　まずは、長崎県建築士会70周年、誠におめでとうございます。私は大変申し訳ない話ですが、建築士資
格を取得しながらも長い間会員ではありませんでした。思い起こせば平成26年末に建築士免許証再交付の
ために今の事務局を訪ねた時には、髙濵職員に対応いただき、まさかその事務局にお世話になろうとは夢
にも思いませんでした。鉃川現会長のお誘いで今の職についたものの、２ヶ月後には辞任届を机に忍ばせ
ておりましたように本部事務局は実に内容豊富で大変な職場で、ここまで繋げてこられた歴代の事務局
長、職員の皆様には心より敬意を表します。さて、昨今の急激な社会情勢の変化は建築士会にも着実に及
び、大幅な会員減少や、会員の高齢化、ひいては会の存在意義など様々な問題を考えるに至っておりま
す。諸先輩方が70年繋げてきた建築士会の今後の70年はいかにあるのでしょうか。その時大いに笑って語
り合えるように会員皆様の力を合わせて次の70年に繋げていきましょう。皆様それぞれに、ご自分の会で
あることを今一度考えてみませんでしょうか。建築士会の牽引者は会員の皆様自身です。

前事務局長　富　永　　　斉
就任期間：平成28年４月～令和３年４月（５年１ヶ月）

事務局長　髙　橋　弘　一
就任期間：令和３年４月～

（一社）長崎県建築士会70周年記念に際して

（一社）長崎県建築士会70周年を迎えて

〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜

〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜
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役員名簿　2003（平成15）年〜 2022（令和４）年
年 顧　問 会　長 副会長 専務・常務理事 理　事 監　事

平成

15年度

～

16年度

（参与） 松谷蒼一郎（長崎） 山下功三（長崎） （専務） 有馬一郎（長崎） 山北　守（長崎） 松川京子（長崎） 高木　真（大村）
丹羽漢吉（長崎） 松尾正洋（長崎） ― 井上斎爾（佐世保） 岡本慎一郎（島原） 富田耕司（佐世保） 佐藤順次郎（長崎）
石野　治（長崎） 荒木範康（島原） （常務） 栄田元信（諫早） 浦上孝一（西海） 山本龍彦（西海）
富田俊廣（佐世保） 佐藤弘二 （支部長）
岩永總一（長崎） 岡村則満（長崎） 百武義雄（佐世保） 森　信久（諫早）
芦澤庫介（長崎） 今村典男（大村） 中村靖人（島原） 前川光男（西海）
平野　傳（長崎） 大坪宣一（下五島） 藤原廣伸（上五島） 松本六男（壱岐）
加藤邦彦（長崎） 阿比留秀夫（対馬） 福浦善一（大崎）

平成

17年度

～

18年度

（参与） 松谷蒼一郎（長崎） 山下功三（佐世保） （専務） 戸田八州男（長崎） 山下功三（佐世保） 松川京子（長崎） 佐藤順次郎（長崎）
丹羽漢吉（長崎） 松尾正洋（長崎） ― 平川　暁（佐世保） 岡本慎一郎（島原） 富田耕司（佐世保） 久留須優（大村）
石野　治（長崎） 荒木範康（島原） （常務） 宮副政光（諫早） 山本龍彦（西海） 山中博明（西海）
佐藤弘二（長崎） 安武　清 （支部長）
呉　祐一郎 岡村則満（長崎） 指山康二（佐世保） 栄田元信（諫早）

野田政人（大村） 中村靖人（島原） 白石元信（西海）
大坪宣一（下五島） 藤原廣伸（上五島） 松本六男（壱岐）
阿比留秀夫（対馬） 谷川徹三（大崎）

平成

19年度

～

20年度

（参与） 松谷蒼一郎（長崎） 山下功三（佐世保） （専務） 木場耕志（長崎） 山下功三（佐世保） 松川京子（長崎） 林田信義（長崎）
安武　清（長崎） 松尾正洋（長崎） 佐藤弘二 平川　暁（佐世保） 岡本慎一郎（島原） 富田耕司（佐世保） 林田佐重喜（大村）
呉　祐一郎 荒木範康（島原） （常務） 宮副政光（諫早） 山中博明（北部） 井上　隆（北部）

大場光洋 （支部長）
岡村則満（長崎） 指山康二（佐世保） 栄田元信（諫早）
野田政人（大村） 中村靖人（島原） 宝亀秀臣（北部）
大坪宣一（下五島） 藤原廣伸（上五島） 松本六男（壱岐）
阿比留秀夫（対馬） 谷川徹三（新西海）

平成

21年度

（参与） 松谷蒼一郎（長崎） 岡村則満（長崎） （専務） 木場耕志（長崎） 前田伸生（長崎） 松川京子（長崎） 鈴木隆昭（長崎）
安武　清（長崎） 富田耕司（佐世保） 蔭山　徹 山下功三（佐世保） 指山康二（佐世保） 岡本慎一郎（島原） 林田佐重喜（大村）
大場光洋（長崎） 栄田元信（諫早） （常務） 宮副政光（諫早） 片山利行（北部） 前田保幸（島原）

清水俊典 （支部長）
鉃川進（長崎） 平川暁（佐世保） 栄田元信（諫早）
野田政人（大村） 中村靖人（島原） 内田信介（北部）
平田睦稔（五島） 藤原廣伸（上五島） 野見山茂生（壱岐）
鼻崎象三（対馬）

平成

22年度

（参与） 富田耕司（佐世保） 岡村則満（長崎） （専務） 川島邦元（長崎） 木場耕志（長崎） 松川京子（長崎） 林田佐重喜（大村）
松谷蒼一郎（長崎） 前田伸生（長崎） 蔭山　徹 佐々木篤志（佐世保） 指山康二（佐世保） 岡本慎一郎（島原） 前田保幸（島原）
大場光洋（長崎） 栄田元信（諫早） （常務） 宮副政光（諫早） 片山利行（北部）
藤川康博（佐世保） 清水俊典 （支部長）

鉃川進（長崎） 平川暁（佐世保） 栄田元信（諫早）
髙瀬正之（大村） 中村靖人（島原） 内田信介（北部）
平田睦稔（五島） 藤原廣伸（上五島） 野見山茂生（壱岐）
鼻崎象三（対馬）

平成

23年度

（参与） 富田耕司（佐世保） 岡村則満（長崎） （専務） 川島邦元（長崎） 木場耕志（長崎） 松川京子（長崎） 林田佐重喜（大村）
松谷蒼一郎（長崎） 前田伸生（長崎） 蔭山　徹 佐々木篤志（佐世保） 指山康二（佐世保） 岡本慎一郎（島原） 前田保幸（島原）
清水俊典（長崎） 栄田元信（諫早） （常務） 宮副政光（諫早） 片山利行（北部）
藤川康博（佐世保） 大崎尚哉 （青年委員長）

丸山浩樹（長崎）
（女性委員長）
荒木由美（島原）

（CPD委員長）
山口雅彦（長崎）

（支部長）
鉃川進（長崎） 平川暁（佐世保） 栄田元信（諫早）
髙瀬正之（大村） 中村靖人（島原） 内田信介（北部）
平田睦稔（五島） 藤原廣伸（上五島） 野見山茂生（壱岐）
鼻崎象三（対馬）

平成

24年度

（参与） 富田耕司（佐世保） 岡村則満（長崎） （専務） 川島邦元（長崎） 木場耕志（長崎） 松川京子（長崎） 前田保幸（島原）
松谷蒼一郎（長崎） 前田伸生（長崎） 田中　稔 佐々木篤志（佐世保） 指山康二（佐世保） 岡本慎一郎（島原） 中野善弘（長崎）
清水俊典（長崎） 栄田元信（諫早） （常務） 宮副政光（諫早） 林田佐重喜（大村） 内田信介（北部）
藤川康博（佐世保） ― （青年委員長）

堀内正己（長崎）
（女性委員長）
荒木由美（島原）

（CPD委員長）
山口雅彦（長崎）

（支部長）
鉃川進（長崎） 平川暁（佐世保） 栄田元信（諫早）
髙瀬正之（大村） 中村靖人（島原） 大西良尚（北部）
野口宗八（五島） 藤原廣伸（上五島） 野見山茂生（壱岐）
鼻崎象三（対馬）

平成

25年度

（参与） 富田耕司（佐世保） 岡村則満（長崎） （専務） 川島邦元（長崎） 木場耕志（長崎） 松川京子（長崎） 前田保幸（島原）
松谷蒼一郎（長崎） 前田伸生（長崎） 田中　稔 佐々木篤志（佐世保） 指山康二（佐世保） 岡本慎一郎（島原） 中野善弘（長崎）
清水俊典（長崎） 栄田元信（諫早） （常務） 宮副政光（諫早） 林田佐重喜（大村） 内田信介（北部）
藤川康博（佐世保） 中村靖人（島原） ― （青年委員長）

堀内正己（長崎）
（女性委員長）
荒木由美（島原）

（CPD委員長）
平川雅敏（長崎）

（支部長）
鉃川進（長崎） 平川暁（佐世保） 栄田元信（諫早）
髙瀬正之（大村） 中村靖人（島原） 大西良尚（北部）
野口宗八（五島） 藤原廣伸（上五島） 野見山茂生（壱岐）
鼻崎象三（対馬）
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年 顧　問 会　長 副会長 専務・常務理事 理　事 監　事
平成

26年度

～

27年度

（参与） 富田耕司（佐世保） 前田伸生（長崎） （専務） 川島邦元（長崎） 木場耕志（長崎） 松川京子（長崎） 前田保幸（島原）
松谷蒼一郎（長崎） 鉃川　進（長崎） 田中　稔 平川暁（佐世保） 小井手敏人（佐世保） 岡本慎一郎（島原） 中野善弘（長崎）

栄田元信（諫早） （常務） 富永政巳（大村） 内田信介（北部）
中村靖人（島原） ― （青年委員長）

松寺正明（長崎）
（女性委員長）

荒木由美（島原）
（CPD委員長）

瀬戸浩（長崎）
（支部長）
村上昭則（長崎） 指山康二（佐世保） 太田達也（諫早）
林田佐重喜（大村） 中村靖人（島原） 松田克弥（北部）
野口宗八（五島） 藤原廣伸（上五島） 野見山茂生（壱岐）
鼻崎象三（対馬）

平成

28年度

（参与） 富田耕司（佐世保） 村上昭則（長崎） （専務） 川島邦元（長崎） 木場耕志（長崎） 松川京子（長崎） 野澤正雄（島原）
松谷蒼一郎（長崎） 鉃川　進（長崎） 富永　斉 中野善弘（長崎） 平川暁（佐世保） 井手陽一（佐世保） 戸田八州男（長崎）
前田伸生（長崎） 栄田元信（諫早） （常務） 貞苅恒広（大村） 岡本慎一郎（島原） 内田信介（北部）
（相談役）
平松　彰（長崎）

中村靖人（島原） ― （青年委員長）

里直考（長崎）
（女性委員長）

田中裕美（佐世保）
（CPD委員長）

丸岡浩樹（長崎）
（支部長）
村上昭則（長崎） 指山康二（佐世保） 太田達也（諫早）
富永政巳（大村） 中村靖人（島原） 馬渡善一（北部）
山田洋彰（五島） 藤原廣伸（上五島） 野見山茂生（壱岐）
鼻崎象三（対馬）

平成

29年度

（参与） 富田耕司（佐世保） 村上昭則（長崎） （専務） 川島邦元（長崎） 木場耕志（長崎） 松川京子（長崎） 野澤正雄（島原）
松谷蒼一郎（長崎） 鉃川　進（長崎） 富永　斉 中野善弘（長崎） 平川暁（佐世保） 井手陽一（佐世保） 戸田八州男（長崎）
前田伸生（長崎） 栄田元信（諫早） （常務） 貞苅恒広（大村） 岡本慎一郎（島原） 内田信介（北部）
（相談役）
平松　彰（長崎）

中村靖人（島原） ― （青年委員長）

里直考（長崎）
（女性委員長）

三好智子（佐世保）
（CPD委員長）

丸岡浩樹（長崎）
（支部長）
村上昭則（長崎） 指山康二（佐世保） 太田達也（諫早）
富永政巳（大村） 中村靖人（島原） 馬渡善一（北部）
山田洋彰（五島） 久家良一（上五島） 野見山茂生（壱岐）
鼻崎象三（対馬）

平成

30年度

～

31年度

（参与） 鉃川　進（長崎） 村上昭則（長崎） （専務） 上山信宏（長崎） 木場耕志（長崎） 川瀬智子（長崎） 野澤正雄（島原）
松谷蒼一郎（長崎） 指山康二（佐世保） 富永　斉 平川暁（佐世保） 井手陽一（佐世保） 堀内正己（佐世保） 戸田八州男（長崎）
前田伸生（長崎） 栄田元信（諫早） （常務） 貞苅恒広（大村） 岡本慎一郎（島原） 内田信介（北部）
富田耕司（佐世保）
（相談役）

中村靖人（島原） ― （青年委員長）

廣川祐輔（長崎）
（女性委員長）

三好智子（佐世保）
（CPD委員長）

荒木由美（長崎）
（30年度） （支部長）
荒木　修（諫早） 中野善弘（長崎） 指山康二（佐世保） 田口輝彦（諫早）
（31年度） 辻村幸三（大村） 中村靖人（島原） 末吉美智男（北部）
今崎博明（長崎） 山田洋彰（五島） 久家良一（上五島） 辻川芳夫（壱岐）

小宮教義（対馬）
令和

２年度

（顧問） 鉃川　進（長崎） 中野善弘（長崎） （専務） 上山信宏（長崎） 有馬一郎（長崎） 戸田八州男（長崎） 木場耕志（長崎）
松谷蒼一郎（長崎） 指山康二（佐世保） 富永　斉 川瀬智子（長崎） 富田浩司（佐世保） 國本眞一（佐世保） 木下和広（諫早）
富田耕司（佐世保） 中村靖人（島原） （常務） 森　浩（諫早） 貞苅恒広（大村） 野澤正雄（島原）
（参与）
前田伸生（長崎）

― （青年委員長）

竹田政和（長崎）
（女性委員長）

三好智子（佐世保）
（CPD委員長）

太田達也（長崎）
栄田元信（諫早） （支部長）
村上昭則（長崎） 中野善弘（長崎） 廣川祐輔（佐世保） 田口輝彦（諫早）
（相談役） 辻村幸三（大村） 中村靖人（島原） 辻田直太郎（北部）
今崎博明（長崎） 柴田智秀（五島） 久家良一（上五島） 辻川芳夫（壱岐）

小宮教義（対馬）
令和

３年度

（顧問） 鉃川　進（長崎） 中野善弘（長崎） （専務） 上山信宏（長崎） 有馬一郎（長崎） 戸田八州男（長崎） 木場耕志（長崎）
松谷蒼一郎（長崎） 指山康二（佐世保） 髙橋弘一 川瀬智子（長崎） 富田浩司（佐世保） 國本眞一（佐世保） 木下和広（諫早）
富田耕司（佐世保） 中村靖人（島原） （常務） 森　浩（諫早） 貞苅恒広（大村） 野澤正雄（島原）
（参与）
前田伸生（長崎）

― （青年委員長）

竹田政和（長崎）
（女性委員長）

三好智子（佐世保）
（CPD委員長）

太田達也（長崎）
栄田元信（諫早） （支部長）
村上昭則（長崎） 中野善弘（長崎） 廣川祐輔（佐世保） 田口輝彦（諫早）
（相談役） 辻村幸三（大村） 中村靖人（島原） 辻田直太郎（北部）
宮川忠幸（長崎） 柴田智秀（五島） 久家良一（上五島） 辻川芳夫（壱岐）

小宮教義（対馬）
令和

４年度

（顧問） 鉃川　進（長崎） 中野善弘（長崎） （専務） 戸田八州男（長崎） 川瀬智子（長崎） 富田浩司（佐世保） 上山信宏（長崎）
松谷蒼一郎（長崎） 指山康二（佐世保） 髙橋弘一 國本眞一（佐世保） 木下和広（諫早） 貞苅恒広（大村） 新北達也（諫早）
富田耕司（佐世保） 中村靖人（島原） （常務） 野澤正雄（島原）
（参与）
前田伸生（長崎）

― （青年委員長）

前田優作（長崎）
（女性委員長）

三好智子（佐世保）
（CPD委員長）

太田達也（長崎）
栄田元信（諫早） （支部長）
村上昭則（長崎） 有馬一郎（長崎） 廣川祐輔（佐世保） 森　浩（諫早）
（相談役） 辻村幸三（大村） 中村靖人（島原） 近藤生喜（北部）
進藤政洋（諫早） 柴田智秀（五島） 久家良一（上五島） 辻川芳夫（壱岐）

小宮教義（対馬）
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叙勲の栄に浴された会員

国土交通省大臣表彰・国土交通省住宅局長表彰の栄に浴された会員

県民表彰の栄に浴された会員

70th Anniversary
叙勲と表彰
◆ 叙勲の栄に浴された会員
◆ 国土交通省大臣表彰の栄に浴された会員
◆ 国土交通省住宅局長表彰の栄に浴された会員
◆ 県民表彰の栄に浴された会員
◆ 連合会表彰受賞者（平成15年～令和４年）

平成15年春　　　　石野　　治　　　勲三等　　　双光旭日章
平成19年春　　　　松谷蒼一郎　　　　　　　　　旭日重光章
平成29年秋　　　　富田　耕司　　　　　　　　　旭日小綬章
令和２年春　　　　中村　靖人　　　　　　　　　旭日双光章

平成29年（大臣） 　中村　靖人
平成29年（大臣） 　鉃川　　進
平成29年（局長） 　川島　邦元
令和３年（大臣） 　中野　善弘

平成25年　富田　耕司
平成29年　池田　賢一

平成15年　山下　功三（佐世保）
平成16年　岡本愼一郎（島　原）
平成17年　阿比留秀夫（対　馬）
平成18年　大坪　宣一（五　島）
平成19年　松本　六男（壱　岐）　　富田　耕司（佐世保）
平成20年　山本　龍彦（北　部）　　平野　啓子（長　崎）
平成21年　松尾　正洋（長　崎）　　中村　靖人（島　原）
平成22年　藤原　廣伸（上五島）　　佐々木篤志（佐世保）
平成23年　野田　政人（大　村）　　田口　政敏（北　部）
平成24年　今井　　薫（佐世保）　　今村　典男（大　村）
平成25年　島本　　博（長　崎）　　米田内蔵七（島　原）
平成26年　百武　義雄（佐世保）　　森　　信久（諫　早）　　◎渡辺富士好（島　原）
平成27年　岡村　則満（長　崎）　　髙瀬　正之（大　村）　　◎諸石　安高（佐世保）
平成28年　前田　伸生（長　崎）　　指山　康二（佐世保）　　◎前田　保幸（島　原）
平成29年　栄田　元信（諫　早）　　林田佐重喜（大　村）
平成30年　川島　邦元（長　崎）　　野見山茂生（壱　岐）　　　村上　昭則（長　崎）
令和元年　松川　京子（長　崎）　　富永　政巳（大　村）　　　平川　　暁（佐世保）　　◎城　　祐輔（島原）
令和２年　野澤　正雄（島　原）　　川崎　敏裕（佐世保）　　　貞苅　恒広（大　村）　　◎永峯　主税（長崎）
令和３年　出上　正寿（島　原）　　松川　昌夫（佐世保）　　　木場　耕志（長　崎）　　◎小林長一郎（島原）
令和４年　荒木　由美（島　原）　　上山　信宏（長　崎）

連合会表彰受賞者（平成15年～令和４年） ◎は伝統的技能者
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